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5 月 14日（金）から、65歳以上の高齢者を対象に新型コロナワクチンの接種を開始します。それ以外の人にも
順次、接種券を送付します。

保健センター　☎52-2188産後ケアの事業が拡充します

上郡町新型コロナワクチンコールセンター
　☎0120-021-652（フリーダイヤル）

 ☎ 52-2188

新型コロナウイルス
ワクチン接種がはじまります

出産後のお母さんの「からだ」と「こころ」のケア、母乳育児の方法やおっぱいトラブルの対応、赤ちゃんの発育
の確認などを支援し、お母さんと赤ちゃんの生活を応援しています。令和３年度から、医療機関に宿泊してケア
が受けられる「宿泊型」を開始します。

対象▼
●町内に住所のあるお母さんと1歳未満の赤ちゃん
●次のどちらも当てはまり、利用が必要と認められる人
　・子育てに不安や授乳の悩みがある
　・家族などから十分な育児や家事の支援が受けられない
　※医療行為が必要な人は利用できません

ケアの内容▼
お母さんと赤ちゃんの体調にあわせてケアします。
　・乳房のケア (授乳指導や乳房マッサージなど )
　・お母さんの心身の健康管理や生活に関する相談
　・赤ちゃんの発育や発達、育児に関する相談

●訪問型：助産師が自宅に訪問し、無料でケアが受けられ
　　　　　ます。
●宿泊型：医療機関に宿泊し、ケアが受けられます。
　　　　　利用料金の一部負担が必要です。

【利用の流れ】
①保健センターに連絡
②申請にあたって、担当の保健師が、お母
　さんや赤ちゃんの様子を聞き取ります
③申請して利用が認められると、希望のケ
　アが受けられます

利用できる日数や料金は、保健センターに
問い合わせてください。

  予約をするには　
開始日▶5月 6日 ( 木）　9時
対象者▶高齢者 (令和 3年度中に 65歳以上になる人 )
申込先▶上郡町新型コロナワクチンコールセンターに電話
受付時間▶月～金　9時～ 17時（土日祝除く）

  注意事項　
※予約は、接種場所に関わらず、すべて上郡町新型コロナワクチンコールセンターに電話をしてください
※予約のときに、送付された封筒と接種券が必要です。手元に準備して電話をしてください
※詳しくは、接種券に同封している「新型コロナワクチン接種のお知らせ」を確認してください
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保健センター　☎52-2188モロげんきくん健康ポイント事業

地域包括支援センター　☎52-1152「おうちいき百」を始めよう！
「いきいき百歳体操」は、おもりを使用した約30分の筋力体操です。椅子に座って、DVDを見ながら体力に合わ
せたおもりの負荷と、手足をゆっくりと動かすスロートレーニングで、100歳になってもやりたいことができる
身体へと筋力を貯えます。おうちでも「いきいき百歳体操」はじめませんか。

こんな人にオススメ！
・健康意識の高い仲間と楽しく運動を続けたい
・退職後、地域の人と交流したい
・人生100年時代を見据え、動ける身体の土台を作りたい

自主グループの立ち上げを応援します！
まずは、一緒に体操する仲間を5人以上集めましょう。
いつもの趣味の会やお茶飲み会に追加も可能です。
地域包括支援センターの職員が体操の指導を行い、おも
りの貸し出しもします。
希望するグループは申請書を提出してください。

立ち上げ応援の内容

人数 5人以上

指導回数
週1回（月～金）
※4回指導を行います

時間 90分

場所
換気をし、人との距離を十分に
保って運動ができる場所
（公民館、自宅など）

必要なもの
テレビ、DVDデッキ、
背もたれ付き椅子（人数分）

料金
おもりの貸し出し費用
一人1回 100円（指導期間のみ）

毎週1回体操を継続するグループには、体操のDVD
とおもりのセットを無料で貸し出します。
「いきいき百歳体操体験会」もできます。

元気帳がスタンプでいっぱいになると、商品券（応援
券）と交換できます。（年度中3枚まで）
元気帳は、各地区公民館、スポーツセンター、保健セン
ター、健康福祉課で発行します。

①元気帳を引換券と交換しましょう
　引換券交付場所▶保健センター、健康福祉課

②引換券を出して商品券（応援券）をもらいましょう
　商品券（応援券）交換場所▶会計課
　※上郡町商工会が登録した商店で使用できます

 モロげんきくん元気帳交付者数　
  のべ  6,275人（令和3年3月末時点）

 円心ウォーク百万歩運動実施中　
10月～ 3月に達成した人
（氏名公表の同意を得ている人のみ掲載）

一千万歩達成者　10人
●西山有香　　●西山幸夫　　●久保敏明
●加藤玲三　　●中尾惠昭

百万歩達成者　３人
●山根正範　　●山根由味
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選挙管理委員会　☎52-1111期日前投票 投票立会人の募集
選挙の期日前投票期間に、投票事務が公正かつ適切に行われるよう立ち会う仕事です。
特別な知識は必要ありません。政治や選挙を身近に感じることができ、学生など若者の応募も受け付けています。

国保介護支援室  国保年金係　☎ 52-1152ちょっと増やせる付加年金

付加年金は、国民年金の定額保険料に付加保険料をプラスして納付すると、将来受給できる年金額が増える制度
です。いつでも申し出たり、納付をやめたりすることができます。納付した保険料は掛け捨てになりません。

対象▼
・国民年金の第1号被保険者の人
・任意加入中の人 (65歳以上を除く )

※保険料の免除を受けている人や、国民年金基金に加入
　している人、個人型確定拠出年金を月額 68,000 円
　以上支払っている人は、申し込みできません

申し込みに必要なもの▼
・年金手帳など基礎年金番号がわかるもの
・本人確認ができるもの

注意▼
・付加保険料の納付は、受け付けた月分からです
・納期限は翌月末日です
　(月末が土、日、休日の場合は、翌営業日 )
・納期限を過ぎた場合でも、期限から 2年間は付加
　保険料を納めることができます

保険料▼
　定額保険料（令和3年度：月額 16,610 円）+付加保険料 (月額 400円 )＝17,010 円　

例 5年間（60ヵ月）付加保険料を納付した場合

　●付加保険料の納付額
　　400円× 60ヵ月＝ 24,000 円
　　　　⬇
　●支給される付加年金の年額
　　200円× 60ヵ月＝ 12,000 円

老齢基礎年金を受給し始める 1 年目から、毎年
12,000円(月額にして1,000円)が上乗せされます。
年金を2年間受給すると、納付した付加保険料と同額
になり、元が取れるという嬉しい制度です。
※付加年金は定額のため、物価変動による増額や減
　額はありません

日時▼
７月２日（金）～17日（土）　8時 30分 ~20時
※ 7 月 18 日（日）執行予定の県知事・町長・町議
　会議員選挙の期日前投票期間

場所▼
役場  101 会議室（期日前投票所）

資格▼
町内に在住し選挙権がある人

応募・選任方法▼
町ホームページ、町選挙管理委員会事務局にある申
込書を提出。申し込みのあった人の中から、必要人
数を期日前投票立会人として選任します。

報酬▼
1日 8,900 円

※申し込みをした人には、今後行われる選挙でも、
　立会人候補者として依頼する場合があります

将来受け取る付加年金額▼
「200 円×付加保険料を納めた月数」分の金額が年金
額に上乗せされます。
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健康福祉課  地域福祉係　☎ 52-1114日常生活用具の給付制度
障がい者、障がい児、難病患者などを対象に、日常生活に便利な用具を給付する制度があります。
また、小児慢性特定疾病の子どもを対象とする給付制度を、令和３年度から始めました。
どちらの制度も、購入済みの用具は補助の対象になりません。購入する前に地域福祉係へ相談してください。

注意▼
・用具によって、給付対象になる身体状況、年齢、世帯の状況などが異なります
・用具ごとに基準額があり、その範囲内で給付を受けることができます（原則、利用者負担１割）
・介護保険制度で用具の貸与や購入費の支給を受けることができる場合は、利用できません

給付対象用具一覧　　　　　　　　　　★ 令和３年度追加された用具　　■ 令和３年度変更があった用具
種目 用具名

介護・訓練支援用具 特殊寝台、特殊マット、特殊尿器、入浴担架、体位変換器、移動用リフト、訓練い
す、訓練用ベッド

自立生活支援用具
入浴補助用具、便器、頭部保護帽、歩行補助つえ（一本杖のみ）、移動・移乗支援用
具、特殊便器、火災警報器、自動消火器、電磁調理器、歩行時間延長信号機用小型送
信機、聴覚障害者用屋内信号装置

在宅療養等
支援用具

透析液加温器、ネブライザー（吸入器）、電気式たん吸引器、酸素ボンベ運搬車、盲
人用体温計（音声式）、盲人用体重計、動脈血中酸素飽和度測定器（パルスオキシ
メーター）、★視覚障害者用血圧計

情報・意思疎通
支援用具

携帯用会話補助装置、■情報・通信支援用具、点字ディスプレイ、点字器、点字タ
イプライター、視覚障害者用ポータブルレコーダー、視覚障害者用活字文書読上げ
装置、■視覚障害者用読書器、盲人用時計、聴覚障害者用通信装置、聴覚障害者用
情報受信装置、人工喉頭、★地上デジタル放送対応ラジオ、点字図書

排泄管理支援用具 ストマ用装具、紙おむつ等、収尿器

住宅改修 居宅生活動作補助用具

小児慢性特定疾病医療受給者証を持っている児童が、在宅での療養生活で使う用具の給付制度です。

給付対象用具一覧

便器、特殊マット、特殊便器、特殊寝台、歩行支援用具、入浴補助用具、特殊尿
器、体位変換器、車いす（電動以外の場合）、頭部保護帽、電気式たん吸引器、
クールベスト、紫外線カットクリーム、ネブライザー（吸入器）、パルスオキシ
メーター、ストーマ装具（蓄便袋）、ストーマ装具（蓄尿袋）、人工鼻

注意▼
・用具によって、給付対象になる身体状況が異なります
・用具ごとに基準額があり、その範囲内で給付を受けることができます
・世帯の課税状況などで、利用者負担額が異なります
・他の制度で用具の給付などを受けることができる場合は、利用できません

 小児慢性特定疾病の児童を対象とした給付制度
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健康福祉課  地域福祉係　☎ 52-1114

対象者が広がりました
新婚さんを応援！結婚新生活支援事業

結婚を機に新しく居住する住宅（新居）への引越費用や住宅購入費、家賃などの一部を補助します。

住民課  消防防災係　☎ 52-1115

屋外拡声器と河川水位警報サイレン
テスト放送を行います

千種川の増水や土砂災害に備え、稼働確認のため、屋外拡声器と河川水位警報サイレンのテスト放送を行います。
屋外拡声器のテスト放送は、自治会からのテスト放送を同時に実施するところがあります。

日時▶6 月 6日（日）　8時 10分～ 11時
放送スケジュール 地区 放送内容

8時 10分～
全地区

 河川水位警報サイレン吹鳴テスト

8時 20分～ （緊急放送による全町一斉放送）
 避難準備・高齢者等避難開始

8時 30分～ 高田・高田台地区 （緊急放送）　町からの一斉放送
8時 35分～ 8時 55分 （一般放送）　各自治会からのテスト放送
8時 55分～ 鞍居地区 （緊急放送）　町からの一斉放送
9時～ 9時 20分 （一般放送）　各自治会からのテスト放送
9時 20分～ 赤松地区 （緊急放送）　町からの一斉放送
9時 25分～ 9時 45分 （一般放送）　各自治会からのテスト放送
9時 45分～ 船坂地区 （緊急放送）　町からの一斉放送
9時 50分～ 10時 10分 （一般放送）　各自治会からのテスト放送
10時 10分～ 上郡地区 （緊急放送）　町からの一斉放送
10時 15分～ 10時 35分 （一般放送）　各自治会からのテスト放送
10時 35分～ 山野里地区 （緊急放送）　町からの一斉放送
10時 40分～ 11時 （一般放送）　各自治会からのテスト放送
※緊急放送はサイレン、一般放送はチャイムで放送をお知らせします

対象▼（すべてにあてはまる世帯）
●令和３年４月１日から令和４年３月 31日までに
　婚姻届を提出、受理された夫婦
●婚姻日時点の年齢が夫婦どちらも39歳以下
●夫婦の所得額の合計が400万円未満

●新居が町内にある　※公営住宅への入居は対象外
●申請時に、少なくとも夫婦どちらかの住民票の住
　所が新居にある
●申請時から２年以上、町内に居住する
●他の公的制度で家賃補助または住宅取得補助など
　を受けていない（一部除外あり）
●この事業で補助金の交付を受けたことがない
●夫婦のどちらも町税を滞納していない

対象経費▼
令和３年１月１日から令和４年３月 31日までに支
払った引越、住宅購入の費用や、家賃（賃料、敷金、
礼金、仲介手数料など）
※勤務先などから住宅手当を受けている場合は、その
　金額を差し引いた額

補助金額▼
補助対象経費の額（１世帯あたり上限30万円）

  所得額の特例　
・結婚を機に、少なくとも夫婦のどちらかが離職
　し、申請時に無職
・貸与型奨学金を現在返済している
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住民課  消防防災係　☎ 52-1115消防功労表彰者

　　塚本元徳（上郡）
　　三浦朝良（中央）
　　福本景太（尾長谷）
　　安室博樹（八保）
　　赤松　学（西部）

　　木村浩美（団本部）
　　和田美香（山野里）
　　山田由美（南）
　　平山沙弥佳（高田台）
　　岸田幸子（野桑）
　　杉本ふみ（野桑）
　　中尾静香（野桑）
　　塚本亜希子（大冨）
　　竹田ひろみ（大枝）
　　高橋智美（赤松）
　　坂越千春（船坂）

　　小松原禎文（西部）

　　福田光明（中央）

　　壽賀　勇（山野里）
　　中井哲也（山野里）
　　長井正行（南）
　　矢田正博（東部）
　　水谷和彦（金出地）
　　池本謙次（大枝）
　　田中秀和（高行）

　　塚本元徳（上郡）
　　半田　誠（駅前）

　　山本利光（山野里）
　　安室博樹（八保）

　　寺本　収（上郡）
　　衣本理剛（高田台）
　　水谷優作（金出地）
　　久保則幸（赤松）
　　築山隆幸（赤松）
　　久保　淳（船坂）
　　主田晴康（西部）

　　三浦朝良（中央）
　　東川克志（中野）
　　樫谷尚通（野桑）
　　髙見知一（八保）
　　右手貴道（西部）

　　段上貴幸（駅前）
　　長井正行（南）
　　江唐昭彦（南）
　　山本訓宏（東部）
　　矢田正博（東部）
　　前田 勲（野桑（3部））

　　
　　深谷弘幸（金出地）
　　小坂真福（大冨）
　　西山正人（大枝）
　　守田三郎（大枝）
　　藤原孝夫（八保）
　　田中秀和（高行）
　　笹山貴弘（高行）
　　小松原禎文（西部）
　　橋本　実（西部）

　　横山顕司（上郡）
　　橋本勝也（上郡）
　　小寺　海（上郡）
　　名古篤史（中央）
　　山本恭久（高田台）
　　吉住直人（高田台）
　　宮本　太（金出地）
　　岡本大輝（高行）
　　主田有希（西部）

教育総務課　☎52-2911
成人のつどい実行委員募集

上郡町成人のつどいを企画・運営してみませんか。

開催日▶令和4年 1月 9日 ( 日 )
対象▶平成13年4月2日から平成14年4月1日生まれの
　　　町内在住または出身の人
申込締切▶6月 30日 ( 水 )
申込方法▶教育総務課に電話、ファクス、またはメール
　　　　　Fax：52-6221
　　　　　メール：syakai@town.kamigori.lg.jp

兵庫県知事表彰
　：永年勤続功労章

兵庫県知事感謝状
　：家族の賞

日本消防協会長表彰
　：功績章

日本消防協会長表彰
　：精績章

日本消防協会長表彰
　：勤続章

兵庫県消防協会長表彰
　：功績章

兵庫県消防協会長表彰
　：精績章

兵庫県消防協会長表彰
　：勤続章

兵庫県消防協会長表彰
　：精勤章

退団者感謝状

新入団員辞令
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4月 27日（火）に第 46回連合自治会定期総会が開催されました。
連合自治会長に、新たに西山武彦さんが就任し、令和3年度の自治会活動が始まりました。（以下、敬称略）

企画政策課　☎52-1112第 46 回連合自治会定期総会

教育推進課  教育係　☎ 52-2912

生徒・ボランティア募集
日本語教室「話

わっしょ い ぢ ゃ や
書居茶屋」

日本語教室には、様々な国の人が参加しています。
皆さんも一緒に日本語を勉強しませんか。　
教室では、一緒に日本語を教えるボランティア講師
も募集しています。資格は不要です。
テキストを使った文法学習やマン・ツー・マンで会
話演習の指導の手伝いをしてもらいます。
身近に外国出身の人がいたら、日本語教室「話書居
茶屋」に誘ってみてください。

日時▶毎週火曜　19時～ 20時 30分
場所▶つばき会館２階
受講料▶無料

We have the Japanese class for people from foreign
countries. Japanese volunteers will help you learn 
Japanese.
You can study over texts, and enjoy talking in 
Japanese with the volunteers and other attendees. 
Please feel free to come and join us anytime.

Date▶Every Tuesday from 7 p.m. to 8:30 p.m.
Place▶Kamigori Tsubaki-Kaikan
Fee▶For Free
Contact▶Kamigori Board of Education
　　　　　  ☎ 52-2912

感染予防のため、体調の悪い人は参加を控えてください。
教室に入るときは、マスクの着用と手指消毒をお願いします。

To prevent COVID-19, please refrain from attending the class if you are 
not feeling well. Please put on a mask and disinfect your hands when 
entering the class. 

町長感謝状
三浦義人（山野里地区）
河井正人（鞍居地区）
古正好晴（赤松地区）
佐野廣一（高田台地区）
前川孝吉（高田地区）
山上秀人（山野里地区）
梅田福男（鞍居地区）
岡田忠義（船坂地区）
木村億生（寺町）
小林敏明（宿）
吉田幹夫（黒石）

会長感謝状
三浦義人（山野里地区）
河井正人（鞍居地区）
古正好晴（赤松地区）
山上秀人（山野里地区）
岡田忠義（船坂地区）
木村億生（寺町）
有吉亥三治（旭町）
小林敏明（宿）
前川孝吉（佐用谷）
高谷登（尾長谷）
池本和文（本金出地）
塚本好彦（大杉野）
吉田幹夫（黒石）
笹山二三男（高山区）
西山喜弘（岡）

令和３年度連合自治会役員
職名 氏名 出身地区役職名
会長 西山武彦 上郡地区連合自治会  会長

副会長 木村義和 山野里地区連合自治会  会長
小谷廣信 高田地区連合自治会  会長

会計 上林敏明 赤松地区連合自治会  会長

会計監査 中尾惠昭 高田台地区連合自治会  会長
蔵谷正則 鞍居地区連合自治会  会長

理事

西川昌信 上郡地区連合自治会  副会長
原　和弘 山野里地区連合自治会  副会長
和田孝雄 山野里地区連合自治会  副会長
角石典弘 高田地区連合自治会  副会長
迫田　誠 高田台地区連合自治会  副会長
柳川重充 鞍居地区連合自治会  副会長
入江直人 赤松地区連合自治会  副会長
西原康行 船坂地区連合自治会  会長
川上英明 船坂地区連合自治会  副会長
延原繁治 船坂地区連合自治会  副会長
秋山　強 播磨自然高原地区連合自治会  会長
花井哲雄 播磨自然高原地区連合自治会  副会長
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スポーツセンター　☎52-4433初心者のためのトレーニングジム講習会

保健センター　☎52-2188「食品ロス」を考えよう
まだ食べられるのに、捨てられてしまう食べ物を「食品ロス｣ と言います。日本では、1年間で 612万トンにも
上り、東京ドーム約 5杯分に相当します。世界各国でも問題になっており、「持続可能な開発目標（SDGs）」の達
成基準に定め、取り組んでいます。大切な食べ物を無駄なく消費するために、暮らしの中で意識して行動してみ
ましょう。

  買い物のとき　
●買い物の前に、家にある食材を確認
　→同じものを買う無駄を抑えることができます
●空腹時やイライラしているときは時間をずらす
　→衝動買いを抑えることができます
●陳列されている商品は手前から取る
　→店の廃棄商品を減らすことができます

  保存するとき　
すぐに使い切れない食材は、冷凍保存を利
用すると、無駄なく使うことができます

  外食のとき　
食べられる量を注文する
（例）・ご飯を小盛にする
　　・アレルギーなどで食べられない
　　　食べ物は最初から抜いてもらう、
　　　別メニューに変える

  料理をするとき　
●料理は食べられる量だけを作る
　→食べ残しを減らすことができます
●どうしても食べきれないときは、冷蔵
　庫に保存し、早めに食べましょう

トレーニングルームの利用方法や器具を使ったトレーニング方法の講習です。

開催日時▶5月 9日（日）・23日（日）
　　　　　6月 13日（日）・27日（日）
　　　　　7月 11日（日）／ 8月 22日（日）
　　　　　9月 12日（日）・26日（日）
　※ 10時～ 11時（参加人数によって変動あり）
　※全日程同じ内容。一人1回のみ
場所▶スポーツセンター　トレーニングルーム

対象▶町内在住・在勤・在学の18歳以上の初心者
参加費▶無料
定員▶3人
申込方法▶参加希望日の前日までに予約
　　　　　（氏名・性別・住所・電話番号・年齢）
用意するもの▶①動きやすい服装　②室内シューズ
　　　　　　　③タオルなど　　　④飲みもの

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、入館時に検温と手指の消毒をお願いします
※流行状況によっては中止する場合があります
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※掲載の内容は、新型コロナウイルス感染症の影響で
　内容を変更・中止する場合があります

情報
Stat  onStat  on

募
集

人口・世帯のうごき
令和3年 3月末 (3月届出分 )

【世帯数】　　　　世帯 (　 　　)
【 人  口 】   　　　　人 (△　　)

転入：
転出：

57人
73人

出生：
死亡：

4人
22人

女性：7,391 人男性：7,099 人

3414,490
146,475

相
談

　
小
学
校
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
お
は
な
し
会
で

絵
本
や
お
話
を
読
む
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

研
修
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切
▼
６
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
図
書
館

☎
５
２・４
６
１
１

お
は
な
し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
幹
部
候
補
生（
一
般
）

資
格
▼【
大
卒
程
度
】22
歳
以
上
26
歳
未
満

　
【
大
学
院
卒
】20
歳
以
上
28
歳
未
満
で
修
士

　
課
程
修
了
者
な
ど（
見
込
含
）

申
込
締
切
▼
６
月
18
日（
金
）（
飛
行
要
員
除
く
）

試
験
日
▼
１
次
：
６
月
26
日（
土
）／
２
次
：

　
８
月
２
日（
月
）〜
８
日（
日
祝
）

●
幹
部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
科
）

資
格
▼
専
門
大
卒（
見
込
含
）で
20
歳
以
上
30

　
歳
未
満（
薬
剤
科
は
20
歳
以
上
28
歳
未
満
）

申
込
締
切
▼
６
月
18
日（
金
）

試
験
日
▼
１
次
：
６
月
26
日（
土
）
／
２
次
：

　
８
月
２
日（
月
）〜
８
日（
日
祝
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部

資
格
▼
医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者

申
込
締
切
▼
６
月
11
日（
金
）

試
験
日
▼
６
月
25
日（
金
）

●
技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部（
海
空
の
み
）

資
格
▼
定
め
ら
れ
た
学
部
・
専
攻
学
科
等
で
大
学

を
卒
業
し
、２
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
人

申
込
締
切
▼
５
月
21
日（
金
）

試
験
日
▼
６
月
21
日（
月
）

●
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹（
海
空
の
み
）

資
格
▼
国
家
免
許
資
格
を
持
つ
20
歳
以
上
な
ど

申
込
締
切
▼
５
月
21
日（
金
）

試
験
日
▼
６
月
18
日（
金
）

●
自
衛
官
候
補
生

資
格
▼
18
歳
以
上
33
歳
未
満

申
込
▼
年
間
を
通
し
て
受
け
付
け

試
験
日
▼
受
付
時
に
案
内

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部

相
生
地
域
事
務
所

☎
２
３
・
２
７
５
０

自
衛
官
候
補
生
等
募
集

　
専
門
の
相
談
員
を
招
い
て
実
施
し
ま
す
。

日
時
▼
５
月
19
日（
水
）・
６
月
16
日（
水
）

　
ど
ち
ら
も
13
時
30
分
〜

場
所
▼
役
場
第
２
庁
舎　
２
階
小
会
議
室

内
容
▼
就
職
の
情
報
提
供
、紹
介
な
ど

定
員
▼
５
人（
事
前
予
約
制
）

産
業
振
興
課  

商
工
観
光
係

☎
５
２
・
１
１
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
移
動
雇
用
相
談

　

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
の
見
守
り
、
サ
ロ

ン
な
ど
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
を
通
し
て
、

世
代
や
性
別
を
越
え
て
助
け
合
え
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に
取
り
組
む
地
域
団
体

な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
地
域
団
体
、
地
域
団
体
に
よ
る
協
議

　
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

募
集
期
間
▼
５
月
21
日（
金
）〜
６
月
21
日（
月
）

　
　
　
　
　
※
期
間
内
必
着

補
助
予
定
数
▼
６
団
体
程
度

補
助
金
額
▼
１
団
体
あ
た
り
50
万
円
限
度

実
施
期
間
▼
交
付
決
定
日
か
ら
令
和
４
年
３

　
月
31
日
ま
で

兵
庫
県  

地
域
福
祉
課  

地
域
福
祉
班

☎
０
７
８・３
６
２・３
１
８
１

地
域
相
互
見
守
り
モ
デ
ル
事
業

（
地
域
と
な
り
組
）

令
和
３
年
度
実
施
団
体
募
集

に
、
本
人
に
代
わ
っ
て
財
産
管
理
な
ど
を
し

て
も
ら
う
制
度
で
す
。
法
律
に
詳
し
い
司
法

書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
▼
６
月
23
日（
水
）13
時
30
分
〜
16
時

　
　
　
受
付
：
13
時
〜
15
時
30
分

場
所
▼
役
場
第
２
庁
舎   

２
階
小
会
議
室

※
予
約
不
要
で
先
着
順
。
受
付
時
間
内
に
来

　
場
し
て
く
だ
さ
い

も
の
忘
れ
な
ど
の
気
に
な
る
症
状
で
、
詳

し
い
検
査
が
必
要
か
、
専
門
の
医
師
が
個
別

相
談
に
応
じ
ま
す
。
認
知
症
で
困
っ
て
い
る

症
状
に
つ
い
て
も
相
談
で
き
ま
す
。（
予
約

制
）

日
時
▼
７
月
２
日（
金
）14
時
〜

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

医
師
▼
魚
橋
病
院　
三
木
昇
司
医
師

申
込
締
切
▼
６
月
25
日（
金
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
・
１
１
５
２

も
の
忘
れ
相
談

成
年
後
見
制
度
は
、
本
人
だ
け
で
お
金
の

管
理
や
契
約
行
為
が
難
し
く
な
っ
た
場
合

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
・
１
１
５
２

成
年
後
見・く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
会
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
令
和
３
年
の
川
ま
つ
り
開
催
の
中

止
を
決
定
し
ま
し
た
。

産
業
振
興
課  

商
工
観
光
係

☎
５
２・１
１
１
６

川
ま
つ
り
中
止
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

　
を
フ
ァ
ク
ス（
Fax
５
８・２
３
２
７
）

※
詳
し
く
は
、
西
播
磨
県
民
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

令
和
２
年
度
に
日
本
赤
十
字
社
上
郡
町
分

　
　
　
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部

☎
０
７
８・２
４
１・９
８
８
９

　
　

  

健
康
福
祉
課  

地
域
福
祉
係

☎
５
２・１
１
１
４

赤
十
字
の
活
動
資
金
に
協
力
を

納
期
限
▼
５
月
31
日（
月
）

納
付
場
所
▼
役
場
会
計
課
、取
扱
金
融
機
関
、

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
30
万
円
以
下
）

※
納
付
書
の
ほ
か
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

　
ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
で
き
ま
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

　

の
た
め
、
口
座
振
替
の
利
用
に
協
力
を
お

　
願
い
し
ま
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

税
務
課  

課
税
係

☎
５
２・１
１
１
３

【
納
期
限
】固
定
資
産
税（
１
期
）

　
　
　
　
軽
自
動
車
税

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

対
象
の
人
に
、
５
月
中
に
受
診
券(

ピ
ン

ク)

を
送
付
し
ま
す
。

実
施
期
間
▼【
集
団
健
診（
町
ぐ
る
み
健
診
）】

　

６
月
21
日（
月
）〜
７
月
14
日（
水
）の

　
う
ち
10
日
間【
個
別
健
診
】６
月
１
日（
火
）

　
〜
令
和
４
年
２
月
28
日（
月
）

対
象
▼
40
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
上
郡
町
国
保

　

に
加
入
の
人（
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

　
に
40
歳
に
な
る
人
を
含
む
）

医
療
機
関
▼
三
浦
医
院
、
半
田
産
婦
人
科
医

　

院
、
岡
田
整
形
外
科
、
大
岩
診
療
所
、
黒

　

田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
高
嶺
診
療
所
、
河

　
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
、苔
縄
医
院

　

無
作
為
に
選
ば
れ
た
人
を
対
象
に
、
①
町

の
取
り
組
み
ご
と
の「
満
足
度
」や「
重
要

度
」、
②
将
来
の
町
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
調

査
し
、今
後
の
行
政
運
営
に
役
立
て
ま
す
。

回
答
締
切
▼
６
月
30
日（
水
）

企
画
政
策
課  

地
域
創
生
担
当

☎
５
２・１
１
１
２

住
民
満
足
度
調
査
を
実
施
し
ま
す

日
時
▼
６
月
24
日（
木
）・
25
日（
金
）　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ど
ち
ら
も
10
時
〜
16
時

場
所
▼
赤
穂
市
防
災
セ
ン
タ
ー（
赤
穂
市
消

　
防
本
部
）  

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
習
種
別
▼
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

受
講
料
▼
４
，７
５
０
円

定
員
▼
60
人（
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
）

受
付
期
間
▼
６
月
１
日（
火
）〜
15
日（
火
）

赤
穂
市
消
防
本
部  

予
防
課
予
防
係
課

☎
４
３・６
８
８
２

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

　

た
ば
こ
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
や
ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
に
並
び
、
発
が
ん
性
の
高
い
も
の
で

す
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
感
染
し
た
場
合
に
、
重
症
化
す
る
リ
ス

ク
要
因
と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」を
き
っ
か
け
に
禁
煙

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）が
制
定
し
た

禁
煙
を
推
進
す
る
記
念
日
で
す
。日
本
で
は
、

毎
年
５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
の
一
週

間
を
禁
煙
週
間
に
定
め
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
５
２・２
１
８
８

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

日
時
▼
５
月
30
日（
日
）第
１
部
：
10
時
〜

12
時
／
第
２
部
：
14
時
〜
16
時

場
所
▼
ひ
ょ
う
ご
環
境
体
験
館（
佐
用
郡
佐

　
用
町
光
都
１-

３
３
０-

３
）

内
容
▼
①
プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
ミ
ヤ
モ
氏
の
エ

　

コ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー（
環
境
問
題
を
マ

　

ジ
ッ
ク
で
解
説
）②
兵
庫
県
立
大
学
附
属

　
高
校
自
然
科
学
部
が
西
播
磨
の
生
き
物
に

　
つ
い
て
解
説
）

参
加
費
▼
無
料

締
切
▼
５
月
11
日（
火
）ま
で
に
申
込
用
紙

西
播
磨
県
民
局  

県
民
交
流
室
環
境
課

☎
５
８・２
１
３
８

ひ
ょ
う
ご
環
境
体
験
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

申
込
期
間
▼【
１
回
目
】
５
月
31
日（
月
）

　

〜
６
月
18
日（
金
）【
２
回
目
】７
月
19

　
日（
月
）〜
８
月
11
日（
水
）

　

試
験
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
農
政
環
境
部  

鳥
獣
対
策
課

☎
０
７
８・３
６
２・３
４
６
３

令
和
３
年
度  

狩
猟
免
許
試
験

　

狩
猟
免
許
試
験
の
受
験
者
を
対
象
に
、
知

識
・
技
能
に
関
す
る
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

開
催
日
時
な
ど
詳
し
く
は
、
後
日
、
兵
庫

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
兵
庫
県
猟
友
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

（
一
社
）兵
庫
県
猟
友
会

☎
０
７
８・３
６
１・８
１
２
７

初
心
者
狩
猟
講
習
会

区
の
皆
さ
ん
か
ら
、
活
動
資
金
と
し
て
合
計

２
，６
０
４
，５
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救
護
や
被
災

者
支
援
を
は
じ
め
、
災
害
へ
の
備
え
、
応
急

手
当
や
介
護
方
法
を
学
ぶ
講
習
会
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
活
動
資
金
と
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
十
字
活
動
へ
の
一
層
の
理
解
と
、
活
動

資
金
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
と
深
く
関
わ

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早
期
に

発
見
す
る
健
診
で
す
。
１
年
に
１
回
必
ず
健

　
　
　
国
保
介
護
支
援
室  

国
保
年
金
係

☎
５
２
・
１
１
５
２

国
民
健
康
保
険

　
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
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圭
介
は
、穏
健
で
謙
虚
で
あ
り
、合
理
的

建
設
的
で
好
奇
心
に
富
み
、多
方
面
に
配

慮
し
、情
緒
と
共
感
性
豊
か
な
性
格
で
す
。

ま
た
、誠
意
を
尽
く
し
物
事
に
あ
た
る
、徳

の
高
い
人
物
で
す
。そ
う
し
た
性
質
が
、同

時
代
人
の
証
言
か
ら
伺
え
ま
す
。

坪
井
塾
で
同
窓
の
法
学
博
士
加
藤
弘
之

は「
恬て

ん
た
ん
し
ゃ
だ
つ

淡
洒
脱（
無
欲
で
さ
っ
ぱ
り
し
て

い
る
こ
と
）、人
に
対
し
て
親
切
、い
か
に

も
公
義
に
厚
い
人
」と
述
べ
ま
し
た
。商
法

学
校
の
教
師
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
の
娘
ク
ラ
ラ

は「
大
鳥
氏
は
私
達
の
古
い
友
達
で
、私

達
が
困
窮
し
て
い
た
時
と
て
も
親
切
に
し

て
く
だ
さ
っ
た
」と
日
記
に
書
い
て
い
ま

す
。文
学
博
士
の
横
山
健
堂
は「
美び

ぜ
ん髯

威
あ

り
情
あ
り
」と
し
、
医
者
の
大
国
眞
太
郎

は「
男
爵
の
性
格
を
一
言
に
評
す
れ
ば
温

順
恭
謙
の
人
」と
評
し
ま
し
た
。圭
介
が
講

師
を
し
た
江
川
宿
の
当
主
だ
っ
た
江
川
英

武
は「
立
身
出
世
さ
れ
た
が
昔
の
恩お

ん
ぎ誼
を

忘
れ
な
い
。常
に
江
川
家
に
直
接
間
接
に

心
を
注
が
れ
た
。青
年
の
鑑か

が
み

と
す
る
に
足

る
べ
き
人
格
の
人
」と
し
ま
す
。こ
の
よ
う

に
、圭
介
は
無
欲
、温
和
で
親
切
で
、恩
に

厚
い
人
物
で
し
た
。

一
方
で
圭
介
を
当
て
に
す
る
人
に
は

情
に
薄
い
と
い
う
人
も
い
た
よ
う
で
す
。

「
そ
れ
は
男
爵
の
精
神
を
誤
解
し
て
い

る
。処
世
は
経
験
を
基
礎
と
し
、
種
々
の

研け
ん
さ
ん鑽

を
要
す
る
。一
旦
失
敗
挫
折
し
て
直

ち
に
救
援
す
る
の
は
、却
っ
て
そ
の
人
の

大
成
を
損
な
う
と
、男
爵
は
言
っ
て
い
た
。

縁
者
に
男
爵
が
い
る
の
を
頼
み
世
に
出
よ

う
と
す
る
精
神
は
、根
本
か
ら
誤
っ
て
い

る
」と
医
者
の
大
国
眞
太
郎
は
語
り
ま
し

た
。圭

介
は「
倹け

ん
そ
ろ
ん

素
論
」を
記
す
な
ど
、倹
約

家
で
し
た
。「
人
物
が
ど
こ
ま
で
も
節

つ
つ
し
ま
や
か

約
」

と
新
聞
社
の
島
田
三
郎
は
述
べ
、圭
介
の

書
生
も「
質
素
倹
約
な
人
」と
語
り
ま
す
。

し
か
し
圭
介
は
、必
要
な
支
出
は
惜
し
み

ま
せ
ん
で
し
た
。「
非
常
に
勤
倹
主
義
の
人

だ
が
、決
し
て
出
す
も
の
に
出
さ
な
い
し

み
っ
た
れ
で
は
な
い
。出
す
べ
き
理
由
の

あ
る
も
の
、与
え
る
べ
き
責
任
の
あ
る
も

の
に
は
万
金
を
惜
し
ま
な
い
性
質
、言
い

換
え
れ
ば
信
念
あ
る
出す

い
と
う納
を
取
っ
た
人
だ

っ
た
」と
工
部
省
の
同
僚
で
外
務
大
臣
な

ど
歴
任
し
た
林
董た

だ
すは

述
懐
し
ま
す
。

圭
介
の
胆
力
の
大
き
さ
も
複
数
の
人
が

述
べ
て
い
ま
す
。胆
力
と
は
心
の
強
さ
、困

難
に
も
冷
静
に
対
処
す
る
精
神
力
の
強
さ

の
こ
と
で
す
。林
董
は「
大
鳥
男
爵
は
胆
力

の
強
い
意
志
の
鋭
い
方
」、適
塾
出
身
で

海
軍
少
将
の
本
山
漸
は「
氏
の
性
格
は
沈

着
大
胆
で
、小し
ょ
う
し
ん
よ
く
よ
く

心
翼
々
と
い
う
側
で
は
な

い
」、文
学
博
士
横
山
健
堂
は
、「
男
の
大

胆
不
敵
に
し
て
李
将
軍
の
面
影
あ
る
」と

記
し
ま
し
た
。戊
辰
函
館
戦
争
で
は「
当
時

小
男
の
大
鳥
は
満
身
こ
れ
肝
」と
い
う
世

の
中
の
評
判
で
し
た
。

圭
介
の
好
奇
心
の
大
き
さ
、
能
力
の

高
さ
は
、
万
人
が
認
め
る
所
で
す
。林
董

は「
学
問
の
衆
に
秀
で
た
こ
と
、宇う

だ
い内
の

大
勢
に
通つ

う

饒ぎ
ょ
うし
て
い
た
事
は
驚
く
ば
か

り
。薩
長
出
身
な
ら
元
帥
に
な
っ
て
い
る

人
」「
今
日
の
陸
軍
の
基
礎
を
作
り
進
歩

さ
せ
た
事
に
至
大
の
功
績
あ
る
人
」「
俗

流
を
抜
い
た
偉
材
」と
圭
介
の
能
力
の
高

さ
を
評
し
ま
し
た
。「
実
に
才
芸
の
人
」

「
多
芸
多
才
の
人
、軍
人
と
し
て
も
成
功

す
る
人
だ
っ
た
が
工
業
家
と
し
て
も
成
功

す
る
」と
多
く
の
人
物
が
述
べ
ま
す
。日

清
公
使
時
代
の
書
生
船
津
辰
一
郎
は
圭

介
か
ら
強
く
影
響
を
受
け「
貧
し
い
中
に

刻こ
っ
く
せ
い
れ
い

苦
励
精
、遂
に
名
を
成
し
て
い
る
苦
労

人
。外
国
の
事
情
に
精
通
す
る
極
め
て
練

達
の
士
」と
大
鳥
公
使
を
尊
敬
し
、教
訓

を
一
生
実
行
し
た
と
言
い
ま
す
。公
使
時

代
に
当
地
に
い
た
岡
本
柳
之
助
は「
優
柔

不
断
の
政
府
を
後
に
し
て
臨
機
応
変
な
処

置
を
行
い
大
網
を
決
す
る
に
至
っ
た
の

は
、
大
鳥
の
英
断
。各
国
に
対
し
甚
だ
面

倒
を
、能
く
責
任
を
も
っ
て
解
決
し
た
の

は
大
鳥
の
感
心
す
べ
き
点
」と
述
べ
ま
し

た
。欧
米
渡
航
時
の
上
司
だ
っ
た
大
蔵
省

の
吉
田
清
成
も「
長
く(
獄
中
で)

世
の

中
に
は
疎
い
が
、極
最
上
の
人
物
」と
賞

賛
し
ま
し
た
。

圭
介
の
趣
味
の
風
流
さ
も
、幾
人
も
が

述
べ
て
い
ま
す
。「
ハ
イ
カ
ラ
党
に
も
か

か
わ
ら
ず
詩
文
の
才
殊こ
と

に
抜
群
」「
詩
は

往
々
作
家
の
域
に
入
る
」「
囲
碁
、
謡
曲

を
楽
し
み
最
も
書
道
を
能よ

く
し
」「
詩
を

賦
し
歌
を
善
く
し
書
も
ま
た
妙
」「
悠
々

風
月
を
共
と
す
る
」「
如
楓
先
生
は
読
書

癖
あ
り
。歴
史
文
学
に
も
一
隻
眼
を
有
し
、

吾あ
づ
ま
か
が
み

妻
鏡
を
紐
解
い
て
三ざ

ん
ま
い昧
に
ふ
け
る
な

ど
、い
か
に
男
爵
の
頭
脳
の
多
方
面
で
あ

る
か
」等
で
す
。

圭
介
の
人
生
観
は
達
観
し
、諦て

い
か
ん観

す
ら

感
じ
さ
せ
ま
し
た
。海
軍
少
将
本
山
漸
は

圭
介
の「
視

か
た
ち
な
き
を
み
て
こ
え
な
き
を
き
く

無
形
聴
無
声
」の
書
を
挙
げ

「
大
鳥
氏
は
禅
は
や
ら
ず
座ざ

ぜ
ん
げ
だ
つ

禅
解
脱
な
ど

と
称
え
な
か
っ
た
が
、自
ず
か
ら
そ
の
境

地
に
い
た
」と
述
べ
ま
し
た
。た
だ
お
酒
は

好
き
で
、禁
酒
を
進
め
た
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
安
藤
太
郎
に「
君
の
顔
を
見
る
と
酒
が

不
味
く
な
る
」と
圭
介
は
笑
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

圭
介
が
世
を
去
っ
た
際
、「
維
新
の
風

雲
児
」「
確
か
に
歴
史
上
の
人
物
と
し
て

長
く
後
世
に
伝
わ
る
べ
き
人
」
と
記
さ

れ
ま
し
た
。林
董
は「
人
格
風ふ

う
ぼ
う貌

は
一
世

の
欣き

ん
ぎ
ょ
う仰

に
値
す
る
人
」「
高
潔
な
品
性
と

凛り
ん
こ呼
と
し
た
気
性
は
、世
の
俗
流
と
異
な

る
。高
風
清
節
、
敬
慕
す
べ
き
一
人
物
」

と
、尊
敬
の
念
を
表
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
人

々
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
人
間
性
と
生
き

方
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
、社
会
と
国
へ
の

貢
献
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
と
感
じ
入
り
ま

す
。

「
鵬
程
万
里
」

「
鵬
程
万
里
」 

　
第
四
十
九
回
　
中
川
由
香

　
第
四
十
九
回
　
中
川
由
香

　
　
　

大大 

鳥鳥 

圭圭 

介介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
時
代
人
の
証
言
に
見
え
る
圭
介
の
人
間
性
　
　

同
時
代
人
の
証
言
に
見
え
る
圭
介
の
人
間
性
　
　

上
郡
町
の
偉
人
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問たつの市企画課　☎0791-64-3141

西播磨の２市２町（上郡町、たつの市、宍粟市、佐用
町）が連携・協力し、播磨科学公園都市を核に、市町
を越えたまちづくりを進めています。

これまで、「病後児保育」や「電子書籍」の相互利
用、「圏域バス（愛称：てくてくバス）の共同運用」
などを実施し、安心で快適に暮らせる魅力あふれる
まちづくりに取り組んでいます。

このたび、新たに第２期共生ビジョンを策定し、これまでの取り組みを深
化させるとともに、「西播磨の未来を拓く連携と共生のまちづくり」を目指
し、引き続き住民が住み続けたいと実感できるまちづくりに取り組みます。

地域の枠を越え、魅力あるまちを目指して

安全な水を作るために、「ろ過」をして原水の汚れや微生物を取り除くよ。
ろ過にもいくつか種類があるんだけど、上郡町の大枝新浄水場（※）では、「膜

まく

ろ過」という方法を使っているんだ。

この方法は、イラストのように膜（フィルター）に水を通すこと
で汚れなどを取り除いているよ。膜に開いている穴は目に見え
ないくらい小さいから、汚れや微生物など、ほとんどの成分を取
り除くことができるんだ！それに、機械制御だから人の操作が
不要という利点もあるしね。

次回は与井水源地について紹介するよ。

※大枝新浄水場は、大枝・新大枝・大枝新水源地の３水源の水を
　キレイにしています

ぐっさんの水道日記 ー キレイな水道水になるまで④ ー
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やく　のやく　の
こ
ば
な
し

こ
ば
な
し

町内には、なんと 130以上のため池があります！
役場では、定期的にため池をパトロールしたり、堤防などに補修が
必要なときに、地元と協力して補修したりしています。

なぜかと言うと、ため池は農業の貴重な水源になるだけでなく、洪
水を防いだり、様々な生き物を保全したりする役割があるからで
す。

町内のため池にも、水辺の生き物や昆虫、鳥など多くの
生き物が生息しています。

身近なため池で、季節の生き物を観察してみませんか？
足元には十分注意してくださいね！

ため池の住民 ― 産業振興課 ―

※６月１日（火）から議会のため、会期中は議会中継を放送する場合があります
※番組終了後、文字放送などを放送します　　※放送時間・番組内容を変更する場合があります

5月31日～6月3日 番組リクエストコーナー 18～ 20日 週刊GoGoかみごおり

４～６日 週刊GoGoかみごおり 21～ 24日 上郡小学校体育大会

７～10日 地域の情報コーナー 25～ 27日 週刊GoGoかみごおり

11～ 13日 週刊GoGoかみごおり 28～ 7月１日 山野里小学校体育大会

14～ 17日 高田小学校体育大会 ７月２～４日 月刊GoGoかみごおり

放送時間▼
12時、17時、20時、23時、　翌日7時えんしんネット番組表えんしんネット番組表    111ch6 月

新刊のおしらせ新刊のおしらせ
運転免許認知機能検査　　　　　　　　  　和田秀樹
服のはなし　　　　　　　　　　　　　   　行司千絵
フクシマ戦記　　　　　　　　　 　　　  　船橋洋一
身近な「鳥」の生きざま事典　　　　　  　一日一種
女子の心と体のトリセツ　　　　　　　  神藤多喜子
思春期男子の正しいトリセツ　　 　　 　  柳沢幸雄
保健室から見える親が知らない子どもたち  桑原朱美
高齢者が元気になるレクリエーション 　 三瓶あづさ
女ひとり、家を建てる　　　　　　　  ツレヅレハナコ
六十代と七十代　心と体の整え方　   　　　バジリコ

往復書簡 老親友のナイショ文   瀬戸内寂聴・横尾忠則
私捨悟入　　　　　　　　　　　　　　　　安野光雅
灰の劇場　　　　　　　　　　　　　　　　恩田　陸
帝国の弔砲　　　　　　　　　　　　　　　佐々木譲
その扉をたたく音　　　　　　　　　　　瀬尾まいこ
鳴かずのカッコウ　　　　　　　　　　　　手嶋龍一
田中家の三十二万石　　　　　　　　　　岩井三四二
代理母、はじめました　　　　　　　　　　垣谷美雨
大人の水泳　　　　　　　　　　　　　　　笹原辰夫
親子体操 運動能力をぐんぐん伸ばす   バディスポーツ

図書館　☎52-4611

【臨時休館のお知らせ】６月29日（火）～７月４日（日）･･･ 本の点検と整理をします
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おくやみおくやみ
3月26日
〜

4月21日
届出分

氏名 （年齢） 自治会 氏名 （年齢） 自治会
伊藤芳子 （72） 寺町 藤本佳克 （83） 駅東
中井美沙江 （88） 金出地中 深澤和子 （89） 大酒
森井已津郎 （93） 赤松 中山靜子 （95） 金内
長尾雅子 （89） 栄町 安室いつ子 （77） 名村
横山昌乃 （94） 岩木 山本　勇 （91） 高山１
竹内鬼十六 （86） 大酒 竹田澄子 （92） 与井新
岡田昊子 （91） 稗田

※同意を得ている人のみ掲載しています（敬称略。常用漢字で表記 )

町内交通事故発生状況
( 令和3年3月末)

交番 ･駐在 人身事故 死者 傷者
上郡橋 3 0 3
上郡駅前 2 0 2
中　野 1 0 1
梨ヶ原 3 0 5
八　保 0 0 0
赤　松 0 0 0
野　桑 0 0 0

播磨科学公園都市 0 0 0
合　計 9 0 11

相生警察署　☎ 22-0110

休日当番医休日当番医
月　日 医療機関 電話番号

5月

16日（日） 黒田内科クリニック ☎52-0235
23日（日） 高嶺診療所 ☎52-6369
30日（日） 三浦医院 ☎52-0045

6月

6日（日） 苔縄医院 ☎52-5611
13日（日） 大岩診療所 ☎52-5000
20日（日） 河原クリニック ☎57-2167

保健カレンダー保健カレンダー
月　日 内　容 時　間 場　所

5月 19日（水） 4ヵ月児・10ヵ月児健診 13時 ～
保健センター　☎52-2188

6月 8日（火） 赤ちゃんサロン 9時45分 ～

くらしの相談窓口くらしの相談窓口
内　容 月　日 時　間 問い合わせ (場所)

人権相談 6月1日（火） 13時  ～ 16時 総務課  ☎52-1111（役場3階402会議室）
行政相談 6月16日（水） 10時  ～ 12時 総務課  ☎52-1111（役場3階301会議室）

エイズ・肝炎相談

5月18日（火）

13時20分  ～15時 赤穂健康福祉事務所
☎43-2321

（予約制・前日締切）

6月1日（火）

6月15日（火）

栄養相談 6月11日（金） 9時30分  ～11時30分

心配ごと(なんでも)相談 6月10日（木） 13時30分  ～15時 社会福祉協議会　☎52-2910
（当日は☎080-1936-1067)

法律相談
5月18日（火）

13時20分  ～16時 社会福祉協議会　☎52-2910
（予約制・前日締切）6月15日（火）

教育相談(カウンセリング) 毎週月曜 ９時  ～ 16時 青少年育成センター　☎52-5500
（相談日が祝日の場合は休み )
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かみごおりのかみごおりのわわ地域であったできごとをお届けします

新型コロナウイルス感染症
予防接種シミュレーション

集団接種会場となる生涯学習支援センターで、
実際の流れに沿ってシミュレーションを行いま
した。被接種者役を立て、いくつか状況を想定
した案内方法を、説明を交えながら確認しまし
た。

表 紙 説 明

ありがたいことに、私の祖父母はみんな 80歳の半
ばを過ぎてもお出かけや友人・知人と会うことを楽
しめています。そんな姿を見ていると、自分も長生
きするだけじゃなく、元気に楽しく老後を過ごした
い･･･なんて、30歳過ぎたばかりの若造は思ってい
ます（笑）「おうちいき百」の記事を作りながら
「家で運動もいいな」と一瞬考えましたが、しば
らくは子どもを担いだり、追いかけたり、自然
と運動ができそうです。F

編 集 後 記
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相生警察署や上郡交通安全協会などが「シートベルト
着用キャンペーン」として、マックスバリュ上郡南店で
交通安全を呼びかけました。シートベルトやヘルメッ
トを正しく装着し、交通事故から命を守りましょう。

4/7（水）春の全国交通安全運動

上郡高等学校に在籍している町出身の生徒が、町の魅
力と課題を自分たちで調べ、遠山町長に地域の活性化
に向けた提言を行いました。これからも、町の魅力づ
くりへのフレッシュな提言を期待しています。

4/14（水）上郡高校生による地域創生の提言

町内で多面的機能支払交付金事業に取り組む32の活動
組織と新たに開始する13の地域によって協定と規定
などが承認され、広域活動組織が設立されました。
設立によって、各活動組織の事務の負担軽減と効率的
な活動を図ることで、将来も活動を維持し、まだ実施し
ていない地域への取り組みの拡大が期待されます。

3/28（日）上郡町環境保全広域組織設立総会

田中義彦さんが兵庫県障害者スポーツ功労賞を受賞
し、この日、町長を表敬訪問しました。田中さんは障
がい者スポーツ指導員の資格を取得し、上郡町身体障
害者福祉協議会が開催する大会をはじめ、のじぎくス
ポーツ大会など多くの活動に尽力されています。

3/31（水）田中義彦さん表敬訪問


